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3日・憲法記念日　4日・みどりの日　5日・こどもの日
6日・振替休日

日 月 火 水 木 金 土

5 2024（令和6年）

◆  5 月 の 税 務 と 労 務 5月

力士の収入　5月は年間6場所行われる大相撲の夏場所が東京・両国国技館で開催され
ます。昔から「土俵には金が埋まっている」と言われる世界ですが、力士の収入に係る所
得区分は、給料は「給与所得」、優勝賞金及び殊勲賞・敢闘賞・技能賞の三賞は「一時所得」、
懸賞金は「事業所得」とされています。

国　税／�4月分源泉所得税の納付� 5月10日
国　税／�3月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 5月31日
国　税／�9月決算法人の中間申告� 5月31日
国　税／�6月、9月、12月決算法人の消費税等の

中間申告（年3回の場合）� 5月31日
国　税／�個人事業者の消費税等の中間申告

（年3回の場合）� 5月31日
国　税／�確定申告税額の延納届出による延納税額の

納付� 5月31日
国　税／�特別農業所得者の承認申請� 5月15日

地方税／�自動車税・鉱区税の納付�
� 都道府県の条例で定める日
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5 月号─2

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
差

別
解
消
法
）
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い

る
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
は
、
こ

れ
ま
で
行
政
機
関
等
は
義
務
と
さ
れ
、

事
業
者
は
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

事
業
者
も
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
同
法
の
概
要
と
「
合
理

的
配
慮
の
提
供
」
と
し
て
事
業
者
が

実
施
す
る
こ
と
を
解
説
し
ま
す
。

一
　
障
害
者
差
別
解
消
法
の
概
要

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
全
て
の

国
民
が
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
28

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
こ
と
が
行
政
機
関
や
事
業
者

な
ど
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

㈠
　
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止

　

障
害
を
理
由
と
し
て
障
害
者
で
な

い
者
と
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
の
権
利
利

益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

企
業
や
店
舗
な
ど
の
事
業
者
、

国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
な
ど
の
行

政
機
関
等
は
、
例
え
ば
「
障
害
が
あ

る
」と
い
う
事
だ
け
で
財
・
サ
ー
ビ
ス
、

各
種
機
会
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、

そ
れ
ら
を
提
供
す
る
に
当
た
り
場

所
・
時
間
帯
等
を
制
限
し
た
り
す
る

な
ど
、
障
害
の
な
い
人
と
異
な
る
取

扱
い
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
の

あ
る
人
を
不
利
に
扱
う
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

不
当
な
差
別
的
扱
い
の
具
体
例
と

し
て
は
、「
保
護
者
や
介
助
者
が
い

な
け
れ
ば
一
律
に
入
店
を
断
る
」、

「
部
屋
探
し
の
際
に
、『
障
害
の
あ
る

人
向
け
の
物
件
は
な
い
』
と
言
っ
て

対
応
し
な
い
」、「
障
害
が
あ
る
こ
と

を
理
由
に
、
一
律
に
接
遇
の
質
を
下

げ
る
」な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

一
方
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る

障
害
を
理
由
と
し
た
異
な
る
取
扱
い

が
、
客
観
的
に
見
て
正
当
な
目
的
の

下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

目
的
に
照
ら
し
て
や
む
を
得
な
い
と

言
え
る
場
合
は
、「
正
当
な
理
由
が

あ
る
」（「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」

に
は
該
当
し
な
い
）
と
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

正
当
な
理
由
に
相
当
す
る
か
否
か

は
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
障
害
者
、

事
業
者
、
第
三
者
の
権
利
利
益（
例
：

安
全
の
確
保
、
財
産
の
保
全
、
事
業

の
目
的
・
内
容
・
機
能
の
維
持
、
損

害
発
生
の
防
止
等
）
や
、
行
政
機
関

等
の
事
務
・
事
業
の
目
的
・
内
容
・

機
能
の
維
持
等
の
観
点
か
ら
、
具
体

的
場
面
や
状
況
に
応
じ
て
総
合
的
・

客
観
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

㈡
　
合
理
的
配
慮
の
提
供

　

合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は
、
障
害

の
あ
る
人
か
ら
「
社
会
の
中
に
あ
る

バ
リ
ア
（
社
会
的
障
壁
※
）
を
取
り

除
く
た
め
に
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
」

と
の
意
思
が
伝
え
ら
れ
た
と
き
に
、

行
政
機
関
等
や
事
業
者
が
、
負
担
が

重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
必
要
か
つ
合
理

的
な
対
応
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

前
述
の
通
り
、
こ
れ
ま
で
は
事
業

者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の
提
供
は
努

力
義
務
で
し
た
が
、
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
理
的
配
慮
の
提
供
に
当
た
っ
て

は
、
障
害
の
あ
る
人
と
事
業
者
等
と

の
間
の
「
建
設
的
対
話
」
を
通
じ
て

相
互
理
解
を
深
め
、
共
に
対
応
案
を

検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
（
建
設

的
対
話
を
一
方
的
に
拒
む
こ
と
は
合

理
的
配
慮
の
提
供
義
務
違
反
と
な
る

可
能
性
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
）。

※
　
社
会
的
障
壁
と
は

　
　
「
障
害
が
あ
る
者
に
と
っ
て
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で

障
壁
と
な
る
よ
う
な
社
会
に
お
け

る
事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観
念
そ

の
他
一
切
の
も
の
を
い
う
。」
と
さ

れ
て
い
ま
す
（
同
法
第
２
条
）。
内

閣
府
等
が
公
開
す
る
資
料
等
に
お

い
て
は
、
こ
の
障
壁
の
こ
と
を「
バ

リ
ア
」と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

ま
た
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
と
は
、

障
壁
の
除
去
を
表
し
て
い
ま
す
。

合理的配慮の提供義務化
（障害者差別解消法）
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二
　
合
理
的
配
慮
の
例
な
ど

　

合
理
的
配
慮
は
、
障
害
の
特
性
や

社
会
的
障
壁
の
除
去
が
求
め
ら
れ
る

具
体
的
場
面
や
状
況
に
応
じ
て
異
な

り
、
多
様
か
つ
個
別
性
の
高
い
も
の

で
す
。
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
た
め

の
手
段
及
び
方
法
に
つ
い
て
、
当
該

障
害
者
本
人
の
意
向
を
尊
重
し
つ

つ
、
過
重
な
負
担
の
考
え
方（
後
述
）

に
掲
げ
た
要
素
も
考
慮
し
、
代
替
措

置
の
選
択
も
含
め
、
双
方
の
建
設
的

対
話
に
よ
る
相
互
理
解
を
通
じ
、
必

要
か
つ
合
理
的
な
範
囲
で
柔
軟
に
対

応
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

同
法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
「
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
基
本
方
針
」
か
ら
一
部

抜
粋
を
し
ま
す
。

①
　
合
理
的
配
慮
の
例

・　

車
椅
子
利
用
者
の
た
め
に
段
差

に
携
帯
ス
ロ
ー
プ
を
渡
す
、
高
い

所
に
陳
列
さ
れ
た
商
品
を
取
っ
て

渡
す
な
ど
の
物
理
的
環
境
に
係
る

対
応
を
行
う
こ
と

・　

筆
談
、
読
み
上
げ
、
手
話
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
活

用
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
振
り
仮
名
や
写
真
、
イ
ラ

ス
ト
な
ど
分
か
り
や
す
い
表
現
を

使
っ
て
説
明
を
す
る
な
ど
の
意
思

疎
通
に
係
る
対
応
を
行
う
こ
と

・　

障
害
の
特
性
に
応
じ
た
休
憩
時

間
の
調
整
や
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
機

器
の
使
用
の
許
可
な
ど
の
ル
ー
ル
・

慣
行
の
柔
軟
な
変
更
を
行
う
こ
と

・　

店
内
の
単
独
移
動
や
商
品
の
場

所
の
特
定
が
困
難
な
障
害
者
に
対

し
、
店
内
移
動
と
買
物
の
支
援
を

行
う
こ
と

②
　
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
違
反

に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
例

・　

試
験
を
受
け
る
際
に
筆
記
が
困

難
な
た
め
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使
用

を
求
め
る
申
出
が
あ
っ
た
場
合

に
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
持
込
み
を

認
め
た
前
例
が
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
な

く
一
律
に
対
応
を
断
る
こ
と

・　

イ
ベ
ン
ト
会
場
内
の
移
動
に
際

し
て
支
援
を
求
め
る
申
出
が
あ
っ

た
場
合
に
、「
何
か
あ
っ
た
ら
困

る
」
と
い
う
抽
象
的
な
理
由
で
具

体
的
な
支
援
の
可
能
性
を
検
討
せ

ず
、
支
援
を
断
る
こ
と

・　

自
由
席
で
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
弱
視

の
障
害
者
か
ら
ス
ク
リ
ー
ン
や
板

書
等
が
よ
く
見
え
る
席
で
の
セ
ミ

ナ
ー
受
講
を
希
望
す
る
申
出
が

あ
っ
た
場
合
に
、
事
前
の
座
席
確

保
な
ど
の
対
応
を
検
討
せ
ず
に

「
特
別
扱
い
は
で
き
な
い
」
と
い

う
理
由
で
対
応
を
断
る
こ
と

③
　
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
に
反

し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
例

・　

飲
食
店
に
お
い
て
、
食
事
介
助

等
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該

飲
食
店
が
当
該
業
務
を
事
業
の
一

環
と
し
て
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
提
供
を
断
る
こ
と
（
必

要
と
さ
れ
る
範
囲
で
本
来
の
業
務

に
付
随
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
こ

と
の
観
点
）

・　

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の
配
信
の
み

を
行
っ
て
い
る
事
業
者
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
集
団
受
講
で
は
内
容

の
理
解
が
難
し
い
こ
と
を
理
由
に

対
面
で
の
個
別
指
導
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
、
当
該
対
応
は
そ
の
事

業
の
目
的
・
内
容
と
は
異
な
る
も

の
で
あ
り
、
対
面
で
の
個
別
指
導

を
可
能
と
す
る
人
的
体
制
・
設
備

も
有
し
て
い
な
い
た
め
、
当
該
対

応
を
断
る
こ
と
（
事
務
・
事
業
の

目
的
・
内
容
・
機
能
の
本
質
的
な

変
更
に
は
及
ば
な
い
こ
と
の
観
点
）

・　

小
売
店
に
お
い
て
、
混
雑
時
に

視
覚
障
害
者
か
ら
店
員
に
対
し
、

店
内
を
付
き
添
っ
て
買
物
の
補
助

を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
混
雑
時

の
た
め
付
添
い
は
で
き
な
い
が
、

店
員
が
買
物
リ
ス
ト
を
書
き
留
め

て
商
品
を
準
備
す
る
こ
と
が
で
き

る
旨
を
提
案
す
る
こ
と
（
過
重
な

負
担
（
人
的
・
体
制
上
の
制
約
）

の
観
点
）

三
　
過
重
な
負
担
の
基
本
的
な
考
え
方

　

過
重
な
負
担
に
つ
い
て
は
、
行
政

機
関
等
及
び
事
業
者
に
お
い
て
、
個

別
の
事
案
ご
と
に
次
の
要
素
等
を
考

慮
し
、
具
体
的
場
面
や
状
況
に
応
じ

て
総
合
的
・
客
観
的
に
判
断
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

イ　

事
務
・
事
業
へ
の
影
響
の
程
度

（
事
務
・
事
業
の
目
的
・
内
容
・

機
能
を
損
な
う
か
否
か
）

ロ　

実
現
可
能
性
の
程
度
（
物
理

的
・
技
術
的
制
約
、
人
的
・
体
制

上
の
制
約
）

ハ　

費
用
・
負
担
の
程
度

ニ　

事
務
・
事
業
規
模

ホ　

財
政
・
財
務
状
況

　

行
政
機
関
等
及
び
事
業
者
と
障
害

者
の
双
方
が
、
お
互
い
に
相
手
の
立

場
を
尊
重
し
な
が
ら
、
建
設
的
対
話

を
通
じ
て
相
互
理
解
を
図
り
、
代
替

措
置
の
選
択
も
含
め
た
対
応
を
柔
軟

に
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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　厚生年金保険に加入しながら老齢厚生年
金を受ける60歳以上の方は、年金額（※1）

と報酬額（※2）に応じ、年金額の全部または
一部を支給停止する仕組みが設けられてい
ます（在職老齢年金）。
※1　「基本月額」といいます。老齢厚生年金の年
金額を12で割った額で、国民年金の「老齢基礎
年金」は含みません。

※2　「総報酬月額相当額」といいます。毎月の報
酬に相当する額（標準報酬月額）と1年間の賞
与（標準賞与額）を12で割った額の合算額です。

　支給停止額は、次のように計算します。
①　基本月額と総報酬月額相当額の合計額
が50万円（※3）以下のとき

　　この場合は、支給停止額は0円で、老
齢厚生年金の全額が支給されます。

②　基本月額と総報酬月額相当額の合計額
が50万円（※3）を超えるとき

　　この場合は、次の計算により算出した
額が、老齢厚生年金の1月あたりの支給
停止額です。
　　支給停止額は、「（総報酬月額相当額＋
基本月額－50万円※3）×1/2」により算
出します。

※3　「50万円」の箇所は、支給停止調整額といい、
令和6年度は「50万円」（令和5年度は48万円）
です。

　なお、老齢厚生年金に加給年金額が加算
されている場合は、加給年金額を除いて在
職老齢年金を計算します。加給年金額の支
給は、以下のとおりです。
・　老齢厚生年金が支給（一部支給）され
る場合は、加給年金額は全額支給
・　老齢厚生年金が全額支給停止される場
合は、加給年金額も全額支給停止
　雇用保険の高年齢雇用継続給付（60歳以
上65歳未満）を受給した場合も減額調整
（最大で標準報酬月額の6％）されます。

在職老齢年金による 
年金額停止（厚生年金保険）

　教育訓練給付制度（一般教育訓練給付金、
特定一般教育訓練給付金、専門実践教育訓
練給付金）は、厚生労働大臣が指定する教
育訓練を修了した際に、受講費用の一部が
支給されるものです。
　これまで、教育訓練給付における支給申
請と受給資格確認の申請については、疾病
または負傷等その他やむを得ない理由があ
る場合に限り、電子、郵送または代理人申
請が認められていました。
　しかし、令和6年2月1日以降は、この
取り扱いが見直され、支給申請と受給資格
確認の申請については、全て電子、郵送ま
たは代理人申請が可能とされました。
　電子申請は、「e-Gov電子申請」より行う
ことができ、個人の電子署名は不要とされ
ています。
　教育訓練給付の支給対象者、要件、手続
き方法は、ハローワークまたはハローワー
クインターネットサービスによりご確認く
ださい。

教育訓練給付の電子申請　
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